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有料広告募集！広
報
広
報

■サイズ　1枠 29mm×85mm、2枠 29mm×172mm
■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円■掲載料　1枠 10,000 円、2枠 20,000 円
　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。　(月額）　※連続掲載で割引制度があります。

■問合先　秘書広報課 　58-5111・75-3111、内線1268
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